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研究成果の概要（和文）：吃音研究は吃音と非吃音の判別に新エビデンスを加えた。呼気の喉頭制御不全の有無と吃音
者の神経機構と脳機能の特徴である。また日英語で幼児吃音と非吃音の診断指標が異なる事を明らかにした。吃音セラ
ピーでは直接的言語指導を見直し、吃音の多面的モデルを紹介し検討した。それらと先行研究から評価・セラピーモデ
ルの骨子を構築した。構音障害では、日本語の音韻素性と非線状音韻論の理論を症状分析に導入し、セラピーの方向性
を示した。

研究成果の概要（英文）： There were findings on difference between stutterers and nonstutterers. The 
first was laryngeal controles on breath.Stutterers'were unstable.The second was the brain activation 
which suggested that stutterers could not read syllable sequences efficiently.The third was what 
diagnostic guidelines for children's stuttering are different between Japanese and English.
 As for the treatment,the direct method was checked,and CALMS model was introduced and examined.We framed 
the model of assessment and therapy with the fruits of previous studies and this research.Phonological 
features and the theory of nonliner phonology was brought in the analysis of the functional 
misarticulation,and a course of the therapy came to light.

研究分野：言語学、音声学
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１．研究開始当初の背景 
(1)吃音はわかっているところとよくわから
ないところがある。疫学的研究では、発症率
が人口の 5%で有症率が人口の 1%と言われて
いる。それなら吃音は発症しても 80%は自然
治癒することになる。その背景は不明で、吃
音の類型も明確ではない。ただ幼児期から学
童期、成人へ発展していくのが、有症率 1%
の発達性吃音と言われている。 
(2)吃音症状の中核は、語句の要素の繰り返
し、引き伸ばし、そして語句開始直前や語中
の阻止である。それらは幼児期には、一般的
にも観察され、吃的非流暢性と言われている。 
(3) 非意図的な語句の要素の繰り返しが見
られる非流暢性は、吃音者にも非吃音者にも
観察される。その同形態の非流暢性の音声の
移行に着目して、日本語（京阪、東京方言）、
英語（米語）、中国語（北方方言）の成人吃
音者と非吃音者約600名の自然発話から収集
した非流暢性約 5000 例とその背景の発話
16,000 例の統計分析結果による蓋然性から、
1)この種の非流暢性は語句頭に生起する。2)
吃音者は共鳴音から阻害音へ、または阻害音
から共鳴音への音声の移行で非流暢性を誘
発し、非吃音者は共鳴音同士の音声の移行で
非流暢性を発する。3)非流暢性は個別言語の
主要な音韻単位(リズムの単位)に影響を受
け、その単位を繰り返す。以上のことが明ら
かになっている。 
(4)発達性吃音者は、非吃音者とは異なる特
徴を脳機能や運動機能に有している。脳では
運動野と言語中枢も含む他の部位との接続
が低下しており、誘発脳波の反応からも情報
の脳内処理に問題があると言われている。ま
た運動機能も複雑な処理には弱いことが実
験から明らかになっている。 
(5)吃音と吃的非流暢性を判別する評価法と
して、語彙の繰り返しがその指標となるとい
う主張がある。これは英国 UCL の P.Howell
教授が、機能語の語彙の繰り返しが、彼の
EXPLAN 理論から、非吃音の非流暢性の典型と
した吃音評価である。しかし日本語では、統
語構造から、語句末に位置する機能語の繰り
返しが現れない。繰り返し部分をもつ非流暢
性は語句頭で生起するからである。 
(6)機能性構音障害で定型の調音（構音）獲
得で遅れのあるものは、対応しやすい障害で
あるが、獲得の道筋（順序）から外れたもの
は対処しにくい。 
(7)線状のプロセス分析で機能性構音障害を
定式化すると、人間の言語獲得や言語処理に
はあり得ない負の規則を設定することにな
り、妥当性を欠く記述になる。 
(8)現在の音韻論につながる非線状音韻論の
分析に従い、最適性理論から、制約の序列の 
変化が言語発達を反映していると考えるこ
とができる。また不完全指定理論を用いると
線状音韻論では記述できなかった非流暢性
を分析することができる。 
 

２．研究の目的 
(1) 先行研究の不備を補正し、発話の非流暢
性の要因に結びつく言語学的・音声学的側面
の発見や定説に新たなエビデンスを提示す
るとともに、新側面も探求する。 
(2)言語に現れる症状の分析から、吃音や機
能性構音障害の客観的な評価や効果の根拠
を備えたセラピーモデルを構築する。 
(3)世界の吃音研究、発達・構音障害の研究
に影響力を持つ著名な研究者を海外から招
き、国内の複数の地域で講演会や研修会を催
して学び、社会への啓蒙と広報も実践する。 
 
３．研究の方法 
 学際的な研究なので、言語学・音声学の手
法と医学的な脳機能の実験的手法と言語障
害の臨床的手法とは異なるところがある。し
かし共通するのは、逸脱した現象と正常と見
なされる現象を比較・対照して、逸脱を記述
し、その要因を探求するところである。そし
てまたそこから逸脱の矯正手法を探求する。 
(1) 音声学や脳機能画像による分析や言語
障害の臨床研究では、被験者として障害者ま
たはその候補と、背景が同量の健常者のコン
トロールを配置する。そして特定の指標に関
する、障害者とコントロールの数値を比較し
統計的な検定を経て、その結果が示唆する障
害の側面を明らかにする。 
(2)音韻論の理論的な枠組みでの分析は、言
語一般での場合と逸脱した場合が、何の指標
で異なって現れるかを見る。そこから障害の
特徴と評価やセラピーへの手がかりを得る。 
(3)セラピーの臨床研究では、認知的、心理
的、言語的、音声的、社会的な側面が症状に
どのように関係するかを概観的な論評
(review)を通し検討する。症例研究では、症
状に介入する直接的言語指導で、言語学的・
音声学的側面から言語に現れる症状を解消
または緩和する手法、また認知的側面から発
話に関わる負荷加担を解消する方法を考案
する。 
 
４．研究成果 
(1)研究期間の前半は、これまでの代表者や
分担者の研究成果の再検証とそこから見え
る新局面の開拓に費やした。そしてその総仕
上げに、日本音声学会の学会誌、『音声研究』
第 17 巻 2 号の全ページを本研究の中間発表
の特集とし、代表者、分担者、海外協力者の
全員が論文を投稿した。 
吃音症状の分析に結びつく研究の一つは、
幼児、学童児、成人の吃音者とコントロール
の合計 122 名の病的音声の検査結果(APQ,SP
の指標のゆらぎが大きい)の統計分析から、
幼児と成人吃音者の呼気の喉頭制御が不全
であることを明らかにした。また吃音学童児
にはその傾向が希薄で、そこが自然治癒の鍵
になっている可能性がうかがわれた。これは
先行研究の吃音者の音声の移行の特徴とも
一致して、複雑な喉頭の操作が音声の移行を



中断する契機になることが示唆されている。 
 もう一つの研究は、fMRI を用いた脳機能の
賦活を見る研究で、成人吃音者 12 名と非吃
音者 16 名を、親密度が異なる単語のカタカ
ナ読み上げを通して、脳機能の賦活を吃音者
と非吃音者で調べた。結果が示唆するところ
は、吃音者は音韻連鎖に弱点があるというこ
とであった。これも吃音者の音声の移行がう
まくいかないことを裏付けていた。 
幼児の非流暢性研究では、日英語でその傾
向が大きく異なった。吃的非流暢性に関して、
日本語では語の繰り返しがなく、英語では機
能語の繰り返しが見られる。日本語母語話者
は 24 名の吃音と思われる幼児と同数の健常
児、日英語の対照研究では日本語が１０名、
英語が 9 名の吃音幼児同士の比較であった。
この結果は、DSM-IV や Vにある吃音の診断基
準 の １ 音 節 語 の 繰 り 返 し 指 標 や 、
Howell(2011)の EXPLAN 理論に基づく機能語
の繰り返しが非吃音の指標とするその反証
のいずれもが日本語には当てはまらない。 
 吃音の臨床に関する研究では、症状に直接
介入する直接的言語指導を洗い直した。症例
研究で話者の発音の難易を想定し、難から易
への練習に効果があったことを報告してい
る。ただ易から難への訓練と比較対照した結
果ではなく、背景も不明であった。吃音を多
因子、多側面から評価を行い、セラピーの方
向性を決める CALMS モデル(認知：Ｃ，心理：
Ａ，言語：Ｌ，音声：Ｍ，社会：Ｓ)をその
開発者の E. C. Healey 博士を含めた分担者
との共著で、その核心を紹介し検証した。言
語、音声の両側面は本研究の成果が生きると
ころとなるが、他の側面では認知的な側面も
重要であることがわかった。 
 機能性構音障害は、線状のプロセス分析で
は調音（構音）の獲得段階や構音障害を適切
に捉えられないことを確認した。弁別的素性
を用いて、入力表示から再検討する必要があ
るが、素性を的確に用いるモデルがないのが
課題であることが明らかになった。 
(2)研究期間の後半では、前半の研究成果を
どのようにアセスメントとセラピーモデル
に組み込めるかを探求した。吃音の CALMS モ
デルからは、言語的側面と音声的側面と認知
的側面からのアプローチを検討した。 
言語学的側面では、明らかになっている三
つの非流暢性の引き金、言い換えると非流暢
性を誘発する指標、を 1)生起位置 2)音声の
移行 3)リズムの単位と設定した。これらの指
標の力関係、すなわち序列の相違が個別言語
で異なっていて、その相違で個別言語の非流
暢性の形が決まる。そのモデルの骨子を構築
した。この詳細は、同じ研究代表者の挑戦的
萌芽研究で追求されている。2)音声の移行は、
a.共鳴音同士の移行、b.共鳴音から阻害音へ、
c.阻害音から共鳴音への移行と細分され、a.
共鳴音同士の移行が序列上位となると非吃
音者の非流暢性、b.または c.が上位にくると
吃音者の非流暢性となる。すなわちこの音声

の移行の細分化された序列を見れば、吃音者
と非吃音者の弁別が可能となる。これは個別
言語に共通する普遍性のある指標である。す
なわちアセスメントの決定的な指標となる。
またこの序列を動かすことで、セラピーの方
向性が生まれてくる。 
音声学的には、病的音声の音響分析検査か
ら、その発声が吃音に結びつくかどうかの予
想が可能である。これもアセスメントの重要
な指標となる。この検査結果が陽性であれば、
発話開始時の呼気の調整に関わるセラピー
が必要となる。 
認知的には、発話開始時の阻止を認知行動
で回避すれば、この種の吃音は解消される。
背景には吃音者の発音リハーサル想起があ
る。発話にこのリハーサルが組み込まれてい
るので、音声プランに音韻情報の過度な負担
が付加される。その負担を認知行動療法で取
り除くのである。これは症例として複数の成
功例をあげている。但し繰り返しが現れる症
状には効果が薄い。 
吃音のアセスメントでは、言語学的には音
声の移行、音声学的には母音発声による病的
音声検査で、発達性吃音の可能性を評価する。 
主に幼児・学童児の吃的非流暢性を対象にそ
のアセスメントモデルの骨子を組み立てた。 
また吃音セラピーでは直接的言語指導で、
語句頭に吃音者の非流暢性に結びつく音声
の移行を置くモデルと逆に吃音者には楽な
音声の移行を置く発話練習モデルの枠組み
を作成した。また発話開始に問題を持つ話者
には残留呼気で発話を開始する方法を上記
モデルに組み込んだ。発話開始が阻止で困難
な話者には、認知行動療法で発音リハーサル
を抜く工夫を提示するモデルも作成した。 
定型発達の道筋から外れた機能性構音障
害には、非線状音韻論の不完全指定理論を導
入し、言語に存在する不完全指定と比較対照
した。日本語の撥音やピダハン語の分節音は
不完全指定と考えられる。障害の不完全指定
と言語のそれとの相違は、言語にはその補完
システムがあるが、障害にはそれがない。ま
た言語のそれは place(場所)の素性であるが、
障害は root(主要音類素性と調音法に関する
素性)の素性である。障害におけるセラピー
の方向性として、指定がある素性から問題の
素性を指定する試みを示した。また日本語に
合う音韻素性の体系も提案した。 
カナダのブリティシュコロンビア大で試
みられている、音韻理論を導入した日本語も
含む 11 言語に共通する発達と構音障害のア
セスメントの評価シートを紹介し、許可を得
て公開した。 
(3)海外からは４名の著名な研究者、臨床家
を招き、講演会・研修会を参加費無料、通訳
付きで実施した。最初に、「多面的モデル」
を提唱している第一人者で、CALMS モデルに
よるアセスメント・臨床アプローチを確立し
た米国ネブラスカ大学リンカーン校教授の 
E. Charles Healey 博士を、2011 年 12 月に



招聘した。広島（広島大学）と福岡（福岡教
育大学）と大阪（大阪医療福祉専門学校）で
「CALMS モデルによる吃音のアセスメントと
臨床」と題する３時間余の講演会を開催し、
合計 300 名余の聴衆を集めて、最先端の吃音
アセスメントからセラピーへの道筋を紹介
し、聴衆からの質疑にも応答した。 
 2014 年 2月には、カナダのブリティシュコ
ロンビア大学から言語学科教授の J. P. 
Stemberger 博士と言語病理学・音声科学院教
授の B. May, Bernhardt 博士を招聘した。 
言語発達と構音障害のアセスメントを、音韻
論が専門の Stemberger 博士が非線状音韻論
を介入させて、枠組みを作り、言語病理学が
専門でスピーチセラピストのMay, Bernhardt
博士がそれを臨床で応用する試みがなされ
ている。現在進行中の日本語も含む 11 言語
に共通する発達と構音障害のアセスメント
構築プロジェクトの中心でもある。「音声
学・音韻論は構音・音韻障害の臨床をどうか
えるか？音声学・音韻論が強化するセラピー
の効果：音声学・音韻論の役割」と題する講
演会を、大阪（大阪大学豊中キャンパス）、
浜松（浜松市研修交流センター）、広島（広
島大学）で開催した。各博士の演題は、「そ
の１理論、幼児・学童児の言語獲得に関する
情報も含む」「その２応用、どのようにセラ
ピーに応用するか」で、合計 3時間余であっ
た。聴衆は合計 250 名余りで、活発な質疑応
答があった。 
 最後は、2014 年の春に研究の集大成をテキ
ストとして出版したばかりの、イリノイ大学
名誉教授 Ehud, Yairi 博士を 2014 年 11 月に
招聘して、現時点までで吃音に関して明らか
になっていることをまとめて講演していた
だいた。演題は「吃音の研究と臨床の進歩に
ついて」である。会場は新潟（朱鷺メッセ）、
埼玉(国立障害者リハビリテーションセンタ
ー)、福岡（福岡教育大学）で、合計 300 人
余の聴衆があった。また京都で研修を兼ねて、
ことばと聞こえの教室の教員で組織する京
都言語障害研究会の会員との交流をもった。 
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